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　厚生労働省では、子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体で考えることを目的に、
毎年５月５日のこどもの日から１週間を「児童福祉週間」、山口県では毎年５月を「児童福祉月間」
と定めています。子育ては、親だけが担うものではありません。学校や地域の人たちに見守られて
成長します。子どもたちが健やかに成長することを社会全体で支え、喜びあいましょう。
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明明るくるく楽楽しいしい
介護川柳介護川柳
明明るくるく楽楽しいしい
介護川柳介護川柳
明るく楽しい
介護川柳 第7回

　介護している人、介護されている人を地域で温かく見守り、励
ましたい、そんな願いで「明るく楽しい介護川柳」を募集しました。
ジュニアの部は、市内小中学校より89人１４８作品、高校生・
一般の部は、90人１５０作品の応募がありました。入賞作品を
紹介します。

ばあやんがだいすきだからだきしめる
佐々並小２年　木村　心咲

　大好きだから抱きしめる、そこに介護の第一歩があります。困難な介護
のお手伝いも、ばあやんが大好きだから頑張れます。

手をさし出すぼくが変身まほうづえ
越ヶ浜小５年　椙本　佑大

手伝うよその一言を届けよう
福栄小中 中学部１年　阿武　拓海

さすりほめ笑顔うなずく介護術
三浦　圭三

幸せを介護でつなぐ私たち
福栄小中 中学部３年　藤山　七海

まかせてね買って出ますよ介護役
藤田　品子

あと一段そえた手により上がれたよ
佐々並小６年　笠井　愛里

来世ではあなたわたしを介護して
斉藤　充子

　手を差し出されると僕は魔法で変身して介護の杖になります。ジュニア
らしい楽しい温かい夢のある句ですね。

社会資源上手に使いレスパイト 前田　美智子
　心身ともに並大抵の苦労では無い介護、求められるレスパイト。物的、
情報的、人的、関係的な資源をうまく利用して介護から一時的な解放を得
ます。説明的ですが、やや専門的な裏面的な問題を捕らえた一句です。

さしだす手つながる命笑顔の輪 　　　　　　　田中　愛翔
　さしだされる手とそれを受ける手。その瞬間につながる命の脈動。笑顔の輪が広
がります。
　簡略な表現の中に介護の大切なものがリズム良く、明るく詠われている佳句です。

講評　大場　孔晶

収入 支出
介護保険事業
74,372千円

委託・指定
管理事業
41,719千円

次期繰越金
25,377千円

4.44.4％％4.4％

法人運営事業
33,497千円

9.19.1％％

4.74.7％％

6.96.9％％ 9.1％

地域福祉活動
推進事業
88,998千円

24.3％

相談支援事業
57,536千円

15.7％

大島保育園
22,399千円

萩市越ヶ浜保育園
大井分園

17,255千円
6.1％

4.7％

20.3％

11.4％

6.9％

25.4％

経常経費補助金
92,995千円

27.4％

受託金
100,461千円

19.3％
介護保険事業
70,926千円

6.76.7％％6.7％

保育事業
24,543千円

会費
7,924千円
2.2％

1.4％

1.9％

積立資金取崩
7,107千円

固定資産売却
5,300千円 6.9％

前期繰越金
25,453千円

分担金
390千円
0.1％

貸付事業
8,800千円
2.4％

事業
5,654千円
1.5％

その他
1,312千円
0.4％

寄付金
15,950千円

在宅介護支援センター
5,662千円 1.5％

平成31年度予算

総額�366,815千円

重�点�目�標
今年度は、平成27年４月から全国一斉に開始

されている生活困窮者自立相談支援事業を萩市
から引き継ぎ、生活課題を抱える方の地域生活
を支えるため、包括的かつ継続的な相談支援活
動の実施に取り組むことになりました。

「我が事・丸ごと」で、ともに支えあう「地
域共生社会」の実現に向けて、引き続き地区社
協活動の設置推進と育成支援を行います。

また、萩市では、本年度から萩市越ヶ浜保育

園大井分園を公設民営で行われ、本会に委託さ
れます。

①生活困窮者自立相談支援事業の推進
②地区社会福祉協議会（地区社協）の設置推進及び育成支援
③生活支援体制整備事業の推進
④萩市ボランティアセンターの運営

６月30日に竣工式を迎える新総合福祉センタ
ーの２階に、ボランティア活動拠点として「萩
市ボランティアセンター」を設置します。

平成31年度  事業計画・予算
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シリーズ 萩市内で行われているボランティアの活動を
シリーズでお伝えしていきます。
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知恵と技と力

給食VOの会

被災地ボランティア

萩光塩学院

平成16年に結成し、現在32名の会員で４班に分
かれて、暑い夏場の８、９月を除いた毎月第３水曜
にお弁当を平均80食作っています。当番月には各班
長を中心に献立を考え、前日に食材の買い出しに行
きます。会員の皆さんは、ベテラン主婦で、手際よ
く作業されます。

５月は「ふれあい昼食会」が開催され、独居高齢
者、小学生、各関係者との会食に参加・協力してい
ます。また、各地区のサロン参加者にも好評で利用
していただいています。

会員も段々と高齢になってき
ましたが、皆さんの知恵と技と
力を集め、頑張っています。

地域の食材を使って、季節
を感じ、食欲をそそるお弁当
は、高齢者の皆さんに大好評
です。

東日本大震災の被災地ボランティアに本校の生徒と
教員が初めて参加したのは、2012年、震災１年後の
春。岩手県大槌町は、津波で壊滅状態。建物の土台だ
けが残り、改めて地震と津波の恐ろしさを知りました。
以後ほぼ毎年、数名の生徒と教員がボランティアに参
加しています。当初は、がれきの撤去作業が主でした
が、復興が進むにつれ、仮設住宅での被災者支援や傾
聴活動などが中心となりました。その後、熊本地震の
ボランティアにも２度参加し、今年の冬には、原発事
故があった福島のボランティアに初めて参加しまし
た。被災地ボランティアを通して
学ぶことは多くあります。　

「私は、生き残った者として、
生きている意味を考えるようにな
った。震災は、わたしたちに様々
なことを教えてくれた。」深く考
えさせられる言葉です。
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氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額

茂刈　稔 古萩町の２ 母／昭子 金一封
増野愼一郎 新川西の１ 母／京子 金一封
吹上　寛 相島下 母／ヨシ子 金一封
五嶋　洋 大島沖手 母／ミキ子 金一封
鍵村　一之 大井市場 母／愛子 金一封
中村　和子 雑式町 夫／敬一 金一封
日髙　英次 上野の１ 妻／眞弓 金一封
石丸　幸人 大井馬場上 母／光江 金一封
福田　正司 玉江浦１区の２ 母／キミ子 金一封
中原　康文 大井馬場下 母／安子 金一封
中村憲一郎 土原２区の３ 父／太郎 金一封
守永　安志 濁淵 母／壽枝 金一封
松尾　泰之 三見市 母／悦子 金一封
楢崎　忠彦 倉江の１ 父／一夫 金一封
中村　秀雄 中津江の１ 母／咲子 金一封
下田　洋香 川島１区の１ 夫／真人 金一封
杉山　宏忠 椿河内 父／廣治 金一封
藤林　正伸 大井坂本 母／恭子 金一封
柴田　功 江向３区の２ 母／ユキ子 金一封
増野　隆志 中ノ倉の２ 父／豊 金一封
阿武　泰宏 土原３区の４ 父／成治 金一封
元田　幹雄 川島２区の２ 父／幸一 金一封
波多野雅太 倉江の１ 父／一 金一封
松浦　喜義 大井浦中 母／冨美子 金一封
山村ハギヱ 新川南の２ 夫／忠教 金一封
平田　努 堀内２区の４ 妻／香代子 金一封
堀　誠一 雑式町 妻／紀子 金一封
中野佳代子 堀内１区の１ 夫／博文 金一封
脇田　文人 江向４区の２ 妻／英子 100,000円
井町　宜久 堀内１区の３ 父／勝正 金一封
金子　幸江 玉江浦１区 髙野　勝 金一封
上田　洋子 三見手水川 母／瀧口スヱ子 金一封
安森　靖人 東浜崎１区の１ 妻／静子 金一封
正木　健 見島９区 母／敏子 金一封
吉谷　泰典 下関市彦島江の浦町 母／良江 金一封
西生寺 熊谷町の２ 前住職／三上淳信 金一封
中島　義人 土原１区の２ 母／里子 金一封
藤崎　晋司 玉江浦１区の１ 父／晴夫 金一封
八道　博 霧口 父／善助 金一封
伊藤　明夫 大屋の１ 母／秀子 金一封
井町　繁明 大島赤穂瀬先 妻／真由美 金一封
山根　良博 相島上 母／スエ 金一封
林　由美枝 大井港浜の１ 母／中村貞子 金一封
井町　忠孝 大島浜 妻／和美 金一封
佐々木蔦枝 沖原 母／テルコ 金一封
白上　徳生 上野の２ 母／悦子 金一封

金子　圭司 三見浦４ 父／國香 金一封

岩﨑　輝利 三徳 母／ミツ子 金一封

伊藤　賢治 小川２区 母／ミツヨ 金一封
石橋　文夫 小川５区 父／一信 金一封
末益　節子 小川５区 父／誠 金一封
古川　久詞 要二 母／静子 金一封
岩本　良雄 要一 母／ハルコ 金一封
角谷　榮 下中町 妻／京 金一封
椋木　健太 戎一 父／正徳 金一封

弘中　保典 鱒谷 妻／惠子 金一封
大田　道広 鍛冶屋 父／喜弘 金一封
鮎川　早苗 後井 夫／孝憲 金一封
藤村　勝秀 鈴倉 母／陵子 金一封

竹本　好文 下三原下 父／正夫 金一封
柴　喜登志 野頭 母／洋子 金一封
大長　繁 松原 母／ハルコ 金一封
野村　香純 山根丁東 母／順子 金一封
篠原　弘 弥富５区 父／忠熊 金一封
大谷　聡 北谷 父／晟 金一封
青木　智子 横屋丁 夫／剛 金一封
下田　雅子 高山 夫／富善 金一封
土谷　真一 山根丁東 父／眞 金一封
野原　光雄 高山 母／静枝 金一封
河内　敏明 山根丁西 父／弘水 金一封

溝部　光夫 下市 父／義雄 金一封
山中　照雄 山口市大内長野 母／都智子 金一封
木原　幹愛 長瀬 妻／スミエ 金一封
砂川　恵子 長瀬 母／雪乃 金一封
井上　卓也 高津 父／勝海 金一封

柴田　隆子 堂ヶ迫 夫／克巳 金一封
杉山　隆 生野 父／茂 金一封
水岡　初彦 紫福平原 父／義夫 金一封
大田　悦二 田中 母／久江 金一封
白橋　寄若 生野 母／政子 金一封
片山　晃 栗原 妻／美代子 金一封
藤原　悟 鶴ヶ谷 母／貴美子 金一封
早川　茂友 堀越 母／百合子 金一封
山本　時雄 文捨 父／卓二 金一封
秋枝　勲 黒川 母／サダコ 金一封
平田　裕 紫福殿川 母／トキ子 金一封

萩

寄付者の承認を得たもののみを掲載しています。
※平成30年12月１日〜平成31年２月28日受付分（敬称略）

む　つ　み

須　　　佐

川　　　上

田　万　川

旭

福　　　栄
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ガールスカウト山口県第18団 河添の１ 社会福祉へ 金一封
匿名 社会福祉へ 30,000円

アイフィット山口 山口市平井 社会福祉へ 10,000円
光永　満 上市 社会福祉へ100,000円

氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額
萩 旭

書き損じ・未使用はがきは社協へ

（香典返し・一般寄付合計　100件　3,160,605円）

お　知　ら　せ

第18回�法と福祉のセミナー
身近で法と福祉の双方が関わる問題を取り上げ、そ

の解決の道筋を一緒に考えるセミナーです。今年は
「子どもの福祉」について、分かりやすく解説します。
●日　　時 ６月25日(火)　14時～16時
●会　　場 サンライフ萩
●入 場 料 無料
●主　　催 萩法律相談センター

生活困窮者自立相談支援窓口開設
◯生活に困っている
◯仕事が見つからない
◯病気で働けない
◯家賃を払えない
◯家族のことで悩んでいる
◯将来が不安

このような生活の困りごとや不安を抱えている人の
相談窓口です。支援員が相談を受けて、どのような支
援が必要かをあなたと一緒に考え、具体的な支援プラ
ンを作成し、寄り添いながら自立に向けた支援を行い
ます。

４月１日から窓口を萩市福祉事務所から引き継ぎま
した。
●問 合 せ 電話 0838ー25ー3620

書き損じはがきや未使用はがきは、地域福祉活動への寄付になります。少量でも、どんなに古いものでも大歓迎です。

ボランティア活動をサポートします
ボランティア活動をされる皆さんは、もしもの時の

ためにぜひご加入ください。
【ボランティア行事用保険】

地域福祉活動やボランティアの各種行事において、
参加者のケガや賠償責任を補償します。
●掛　　金 １名あたり28円　※最低掛金560円より

【ボランティア活動保険】
ボランティア活動の事故に対する備えとして、無償

で活動するボランティアの方々のための補償制度です。
●補償期間 加入手続き翌日～平成32年３月31日
●掛　　金 基本タイプ　１名あたり350円より

天災タイプ　１名あたり500円より
【福祉サービス総合補償】

ボランティア団体・グループで行う有償のボランテ
ィア活動（住民主体サービス）も対象になります。
●補償期間 加入手続き翌日～平成32年３月31日
●掛　　金 17円／28円／42円×延活動従事者数

【送迎サービス補償】
ボランティアで行う移送・送迎サービス中において、

利用者の傷害事故に対する見舞金制度です。
●補償期間 加入手続き翌日～平成32年３月31日
●掛　　金 ＊Ａプラン（利用者特定方式）

＝20円×利用者数×年間利用日数
＊Ｂプラン（自動車特定方式）

＝2000円×車の定員数（車ごとに計算）
●問 合 せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

赤い羽根全国ミーティングinやまぐち開催
昨年７月の集中豪雨災害により、延期となりました

が、５月に改めて開催することになりました。共同募
金を通して「地域福祉の充実」と「共同募金の再生」
の実現につなげることを目的として開催されます。
●日　　時 ５月30日（木）～31日（金）
●会　　場 山口市「ホテルニュータナカ」ほか
●内　　容 実践報告、グループワーク、ディスカッシ

ョンなど
●問 合 せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

NASVAの被害者支援制度
独立行政法人自動車事故対策機構（NASVA）では、

自動車事故による重度後遺障害者やご家族、ご遺族の
ために被害者支援を行っております。
◯療護施設（病院）の設置・運営
◯介護料の支給と支援
◯交通遺児等への無利子貸し付けと「友の会」
◯交通事故被害者ホットライン

詳しくはホームページ
http://www.nasva.go.jp/sasaeru/index.html
をご覧ください。
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